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この本にはメンターに関する記述がない！

∵メンターはこの本の出版後に設定された役割だから
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なお、「メンター」はEDPでの呼称。本来は「コーチ」が適切だと思われる。



メンターとは？
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息子テレマコスの指南役 (Irby et al., 2020)
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The Odyssey Featurette - Tom Holland in Rehearsal (2026)

https://www.youtube.com/watch?v=Ox_O4QGQ82k


EDPにおけるメンターの役割とは？

短い答え

明確な正解がない中で学生チームを支援する役割
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EDPにおけるメンターの役割とは？

長い答え

テーマは提示するが、成果物やゴールは指定しません

最優先すべきは、学生チームの学びです

メンターの経験や助言は学生チームが学ぶための材料です

支援しすぎると誘導になり、チームに任せすぎると迷走します

上記のような明確な正解がない中で、学生チームの学びを最大

限にしながら、テーマからは想像できなかったプロトタイプを

生み出せるように、「いい感じ」に支援する役割です
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初参加のメンターの方へ

まずはこれだけ心がけていれば十分です

1. メンターの経験はなくても大丈夫（岡目八目の効果）

岡目八目：第三者は当事者よりも情勢が客観的に判断できる

2. チームの支援方法に正解はありません

チームの状況によって方法は異なる (Satterstrom et al., 2026)

「よそはよそ、うちはうち」「昨日と今日は違う」の精神

3. 最終的な判断は学生チームに任せましょう

誘導するよりも迷走させたほうが少しマシ（意外性がある）

[1]
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1. 大辞林



チームを支援する枠組み
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前提：チームは段階的に成長する

チームは「断続平衡」パターンで発展する (Gersick, 1988)
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画像の出典: https://authortomharper.com/2019/03/19/a-primer-on-evolution-pt-3/

https://authortomharper.com/2019/03/19/a-primer-on-evolution-pt-3/


EDPにおける典型的な段階的成長（？）
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段階的成長に合わせた支援の枠組み

(Hackman & Wageman, 2005)

開始時 ... 動機づけや関係づくり

チーム作り、テーマの明確化、チームの約束

中間地点 ... コンサルティング（アドバイス）

これまでをふりかえり、今後の方針を策定する

終了時 ... スキルアップのための教育や学習支援

全体をふりかえり、個人とチームの学習や成長を促す

（場合によっては）次のプロジェクトの準備
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EDPにおけるチームの支援モデル

ただし、これだと各節目でしか支援できないことになる
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そこで、2週間単位で支援を反復する

「2週間」は、授業スケジュールに合わせた実務的な理由
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メンタリングの5つのモード
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メンタリングの5つのモード
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 場を設定する

基本的には各2週間の開始時に実施する

テーマ、チームの関係性、作業の進め方、チームがメンターに期待

することなどの共通認識をあわせる 

メンバー個人を対象にする必要はありません

気になることがあれば、いつでも教員やTAまでご連絡を

途中で仕切り直したいときも適宜、実施してください

「テーマを忘れているのでは？」「作業の進め方が違うのでは？」

「アドバイスは必要だろうか？」「そもそも困っているのか？」

[1]
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1. GRPIモデル（Goals, Roles, Processes, Interpersonal Relationships）も参考になる (Beckhard, 1972)



 遠くから見守る（基本姿勢）

思考や決定をチームに任せる (Ryu et al., 2022)

試行錯誤や失敗から新しいものが生まれる（はず）

外部からの「観察」で得られることもたくさんあります

ただし、任せすぎるとチームは迷走する

観察によって試行錯誤と迷走を見極める（難しい！）

何かしたほうがよさそうなら、 と の対応に移行する

メンターはチームの状況よりも「自分の不安」から介入しがち

Ask-Tell-Askの原則 (Back et al., 2005) を使うとよい：

確認の質問 → 情報を簡潔に提示 → 次の行動に関する質問
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Ask-Tell-Askの結果を受けたあと

1. 学生チームが次の行動をわかっている

i.  を続ける

2. 学生チームが次の行動をわかっていない（or 間違えていそう）

i. 支援できそう

a.  行動を促す（介入する）→ に戻る

b.  揺さぶる → に戻る

ii. 支援できなさそう

a. 教員やTAまでご連絡ください
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 行動を促す（介入する）

チームの活動が止まっているときに実施する

ヒント：「次の行動」を聞いても明確な答えが返ってこない

ヒント：チームがずっと座って話し込んでいる（立ってない）

声かけ、問いかけ、働きかけで、思考や行動の変化を促す

多いと実行できないので「ひとつだけ」に絞ると効果的

まずは「仮説を立てて行動してみよう」と促してください

複雑な領域では試行錯誤する (Kurtz & Snowden, 2003)

テンプレ「 Xをすれば、Yになるだろう。それはZで確認できる 」

(Lobus, 2025) ← Zは「ユーザーに聞く」になりがち
20/26



 揺さぶる

視点が固定しているときに別の視点を提示する (Wang et al., 2023)

「もし◯◯だったらどうなると思う？」

「このアイデアじゃないとダメなんだっけ？」

「エンジニア的すぎない？」「デザイナー的すぎない？」

視野を広げることが目的なので、質問に裏がないことは伝えておく

悪い例

メンター「このアイデアじゃないとダメなんだっけ？」

学生「すみません……  （うわあ！ダメだ！変えなきゃ！）」

21/26



 成果を受け入れる

メンターは「成果を評価する人」ではありません

成果は作り手の整合性とターゲットユーザーの反応で判断する

チームが納得して、ユーザーが満足していれば、OKとする

ユーザーが満足していなければ、一緒にふりかえる

「メンターが理解できない」を理由に否定しないことが大切

そうしないと、自分の想定内のものしか生まれない

フィードバックしたいときは、宣言して「帽子を被り直す 」

「子どもを育てる親」「趣味で◯◯をやっている者」等の帽子で

意見を伝える（参考：Van Diggelen et al. (2021)）
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メンターのふりかえり

毎回、以下の項目で記録をつけておくとよいでしょう

1. チームの状況とタイミング

2. 自分の行動

3. チームの反応

4. もっとうまくやれたこと（内容やタイミングに関して）

Important

明確な正解はないので、いろいろ試してみましょう！

次の2週間があるので、落ち込まずに進みましょう！
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メンターとしての活動を楽しんでください！
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